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写真左は嘉島町の百歳巡回表彰でご長寿を祝う荒
木町長。続けて時計回りに ▽町「金婚夫婦」表彰
式 ▽東小の児童は「認知症」講座で表彰状に値す
るオレンジリングの修了証をゲット。そして ▽「平
成の名水百選」に顕彰された六嘉湧水群・浮島
（役場企画情報課・吉﨑武暢さん撮影）は今、コ
ロナ収束を心待ちするようなたたずまい。

表 

彰

1010



　

役
場
の
周
り
で
も
水
田
の
稲
穂

が
出
そ
ろ
い
、
や
が
て
実
り
の
秋

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
先
、
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
無
事
に
収

穫
で
き
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

【
６
月
定
例
会
以
降
】

８
月
豪
雨

　

活
発
な
秋
雨
前
線
が
九
州
は
じ

め
全
国
的
に
記
録
的
な
大
雨
を
も

た
ら
し
、
と
り
わ
け
九
州
で
は
線

状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
り
、
長
崎

県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
に
大
雨
特

別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い

本
県
央
に
お
い
て
は
雨
量
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
六
橋
の

警
戒
水
位
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り

　

嘉
島
町
議
会
は
９
月
３
日
か
ら

本
年
第
３
回
定
例
会
を
開
き
、
追

加
提
案
を
含
む
上
程
議
案
15
件

（
条
例
５
、
予
算
６
、
そ
の
他
４
）

を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
町

の
前
年
度
一
般
会
計
な
ど
決
算
７

件
も
認
定
し
、
５
日
間
の
会
期
日

程
を
終
え
て
７
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
条
例
制
定
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基
金
の

創
設
と
町
施
設
の
指
定
管
理
者
に

伴
う
手
続
き
。
昨
年
の
第
３
回
定

例
会
に
続
き
再
度
、
議
員
提
出
さ

れ
て
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政

に
関
し
、
国
に
対
し
て
地
方
税
財

源
確
保
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
町
一
般
会
計
は
総
額
を

79
億
８
０
８
４
万
３
千
円
と
す
る

４
億
２
０
９
２
万
９
千
円
の
増
額

補
正
で
、
主
な
事
業
は
農
業
の
基

盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
４
８
６
８
万
円

や
土
地
区
画
整
理
で
芝
原
地
区
の

荒
木
町
長　
町
政
報
告

決
算
案
な
ど
審
議
し
た
町
議
会
の 

本
年
第
３
回
定
例
会

水
路
・
公
園
整
備
１
７
０
０
万
円

な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
伴
っ
て
建
て

替
え
・
新
築
す
る
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
工
事
請
負
契
約
は
新
規

建
設
（
熊
本
市
）
と
８
億
１
４

０
９
万
２
千
円
で
締
結
し
、
厨

（
ち
ゅ
う
）
房
機
器
は
新
た
に
中

西
製
作
所
熊
本
営
業
所
（
同
）
か

ら
１
億
３
２
０
０
万
円
で
購
入
。

町
公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
建

設
は
日
本
下
水
道
事
業
団
（
東
京

都
）
に
１
億
７
０
０
０
万
円
で
工

事
委
託
。

　

一
般
質
問
に
は
満
田
和
浩
、
園

田
義
宣
、
増
岡
司
の
３
議
員
が
登

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と

え
に
河
床
掘
削
に
よ
っ
て
流
下
能

力
が
向
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
河
川
改
修
の
効
果
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
想
定
を
上
回
る
規
模
の

災
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
今

後
も
河
川
改
修
を
し
っ
か
り
と
国

や
県
に
要
望
し
、
安
全
・
安
心
の

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
併
せ
て
、
９
月
か
ら
は
台

風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
爆
発

的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
複
数
の

都
道
府
県
で
新
規
感
染
者
数
が
過

去
最
多
を
相
次
ぎ
更
新
し
、
日
本

全
体
が
「
第
５
波
」
の
中
に
あ
り

ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
21
都
道

府
県
に
発
令
さ
れ
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
本
県
を
含
む
12
の

県
に
適
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

嘉
島
町
も
例
外
で
は
な
く
、
８

月
の
感
染
者
数
が
45
人
を
超
え
、

感
染
は
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
基
本
的
な
感
染
防
止
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種　

町
民
体
育
館

で
実
施
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
集
団
接
種
は
７

月
４
日
ま
で
に
完
了
。
続
く
45
～

64
歳
の
集
団
接
種
を
７
月
８
日
か

ら
開
始
（
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
の

医
療
機
関
に
よ
る
個
別
接
種
は
７

月
１
日
か
ら
先
行
）
し
、
８
月
７

日
ま
で
に
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

壇
。
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
や

自
主
防
災
組
織
は
じ
め
災
害
対
応

策
、
小
中
学
校
通
学
路
の
安
全
確

保
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。【

町
政
報
告
…
３
面
に
続
く
】

前
年
度
の
町
決
算
７
件
認
定

町
議
会

定
例
会

79億8084万3000円に

本年度の町一般会計総額

学校給食センター着工へ
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無
償
貸
与
車
両
引
き
渡
し
式

　

熊
本
ダ
イ
ハ
ツ
の
創
立
60
周
年

「
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
、
同
社
か
ら
軽
乗
用
車
と

軽
貨
物
車
が
各
１
台
、
計
２
台
、

本
町
に
無
償
貸
与
さ
れ
、
７
月
９

日
に
役
場
で
車
両
の
引
き
渡
し
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
じ
め
「
軽

と
地
域
の
活
性
化
」
と
い
う
同
社

の
貸
与
の
趣
旨
に
沿
う
有
効
活
用

に
お
い
て
は
５
０
０
人
ほ
ど
増
え

て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込

み
で
す
。
背
景
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
住
宅
地

整
備
や
治
水
安
全
対
策
、
企
業
誘

致
な
ど
各
種
施
策
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
も

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

た
。
国
勢
調
査
人
口
と
２
０
０
人

近
い
差
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
統

計
調
査
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、

把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

原
因
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
分
、
国

勢
調
査
人
口
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
の
市
町
村
の
う
ち
82
・

４
％
で
人
口
が
減
り
、「
人
口
減

少
社
会
」
と
い
わ
れ
る
中
、
本
町

国
勢
調
査（
速
報
値
）公
表

　

昨
年
10
月
１
日
を
調
査
期
日
と

し
て
実
施
さ
れ
た
令
和
２
年
国
勢

調
査
の
「
人
口
速
報
集
計
」
の
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
島
町

は
人
口
９
５
５
３
人
、
世
帯
数
３

４
７
６
世
帯
で
、
５
年
前
の
前
回

調
査
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
４
９
９
人
、

３
０
６
世
帯
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

住
民
台
帳
人
口
で
は
、
昨
年
10

月
１
日
時
点
の
人
口
が
９
７
４
４

人
、
世
帯
数
３
７
９
４
世
帯
で
し

　

ま
た
、
職
域
接
種
や
県
民
広
域

接
種
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
備
え
、

６
月
30
日
に
は
16
～
44
歳
の
方
々

へ
接
種
券
お
よ
び
予
診
票
を
送
付

【
町
政
報
告
…
２
面
か
ら
続
く
】
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
中
学
生
に

対
し
て
は
一
部
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
個
別
接
種
を
８
月
５
日
か
ら
、

集
団
接
種
も
同
21
日
か
ら
実
施
。

16
～
44
歳
の
集
団
接
種
は
同
22
日

か
ら
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
今
後
、
実
施
す
る
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
に
関
し
て
も
、

希
望
さ
れ
る
方
の
ワ
ク
チ
ン
は
量

的
に
十
分
に
確
保
で
き
て
お
り
、

安
心
し
て
接
種
を
申
し
込
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

荒
木
町
長　
町
政
報
告

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

東
部
台
地
ゆ
う
す
い
の
杜

　

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
に
つ

い
て
は
、
街
並
み
の
早
期
創
出
を

目
的
に
第
１
期
販
売
を
実
施
。
建

売
、
注
文
住
宅
合
わ
せ
て
34
区
画

（
計
約
９
１
０
０
平
方
㍍
）
の
抽

選
会
を
６
月
に
行
い
、
住
宅
メ
ー

カ
ー
19
社
へ
の
販
売
区
画
が
決
定

し
ま
し
た
。
一
部
の
区
画
は
年
内

に
も
住
宅
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
ゆ
う
す
い
の

杜
ま
ち
づ
く
り
運
営
委
員
会
で
、

駐
車
場
の
仕
上
げ
、
各
宅
地
の
樹

木
本
数
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
位
置

と
い
っ
た
統
一
基
準
「
外
構
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
。
今
後
、
ゆ

う
す
い
の
杜
全
域
に
渡
り
、
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
街
並
み

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
同
委
員
会
に
加
入
し

て
い
な
い
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
協
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
ゆ
う
す
い
の
杜
な
ら
で
は
の

街
並
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

東
小
学
童
施
設
建
設
工
事

　
「
熊
本
地
震
」
被
災
者
支
援
の

一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
応
急
仮

設
住
宅
集
会
所
「
み
ん
な
の
家
」

５
棟
が
解
体
さ
れ
、
嘉
島
町
へ
３

棟
、
熊
本
市
に
２
棟
を
譲
渡
。
本

町
で
は
、
こ
れ
を
放
課
後
児
童
施

設
と
し
て
再
利
用
す
る
「
東
小
学

童
施
設
建
設
工
事
」
を
６
月
末
に

着
工
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
内
に
は
完
成
予
定
で
あ
り
、

宅
地
開
発
事
業
な
ど
に
よ
る
人
口

増
加
に
伴
う
児
童
た
ち
の
健
全
な

育
成
の
た
め
活
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

町
簡
易
水
道
事
業
包
括
委
託

　

町
簡
易
水
道
事
業
は
東
部
台
地

土
地
区
画
整
理
事
業
「
ゆ
う
す
い

の
杜
」
の
宅
地
販
売
開
始
に
向
け

て
10
月
の
給
水
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を

行
う
に
は
「
水
道
技
術
管
理
者
」

資
格
が
必
要
と
さ
れ
、
高
い
技
術

を
有
す
る
民
間
事
業
者
に
包
括
的

に
委
託
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
事
業
者
を
選
定
す
べ
く

参
加
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
業

者
（
１
社
、
１
グ
ル
ー
プ
）
か
ら

参
加
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
双
方

に
本
町
が
指
定
し
た
内
容
に
沿
っ

た
提
案
書
な
ら
び
に
見
積
書
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
、
８
月
６
日
に

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
付
帯
す

る
選
定
委
員
会
で
内
容
の
精
査
を

実
施
し
た
結
果
、
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
株
式
会
社
を
優
先
交
渉
権
者

に
選
定
。
同
社
と
契
約
締
結
に
向

け
た
詳
細
を
協
議
し
、
８
月
末
に

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
履
行
期

間
は
９
月
か
ら
令
和
７
年
度
末
ま

で
の
４
年
７
カ
月
と
な
り
ま
す
。

【
町
政
報
告
…
4
面
に
続
く
】
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第
71
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

「
第
71
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭
」

が
７
月
10
、
11
の
両
日
、
益
城
町

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
会
式
は

見
合
わ
せ
、
代
わ
っ
て
各
会
場
で

開
始
式
。
嘉
島
町
か
ら
は
11
競
技

【
町
政
報
告
…
3
面
か
ら
続
く
】
13
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
サ
ッ

カ
ー
が
４
連
覇
に
輝
き
、
水
泳
競

技
で
も
団
体
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
各
種
行
事

　

先
に
申
し
上
げ
た
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
今
年
も
敬
老
会

お
よ
び
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
や
む
を
得
ず
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
と
宮
崎
県
延
岡
市
を
結
ぶ
九
州
横

断
自
動
車
道
延
岡
線
（
通
称
・
九
州
中
央
自

動
車
道
、
全
長
約
95
㌔
）「
矢
部
―
蘇
陽
」

区
間
の
整
備
ル
ー
ト
案
が
９
月
13
日
、
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
が
公
表
し
た
整

備
案
は
、
自
動
車
専
用
道
路
（
約
14
～
15

㌔
）
を
新
設
す
る
２
案
と
、
国
道
２
１
８
号

を
改
良
す
る
案
の
計
３
案
。
沿
線
住
民
や
有

識
者
な
ど
の
意
見
を
聴
い
て
今
後
、
絞
り
込

ん
で
い
く
方
針
で
、
ル
ー
ト
確
定
や
着
工
時

期
は
未
定
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

九
州
中
央
道
は
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
―

山
都
中
島
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
区
間
な

ど
計
30
・
８
㌔
が
既
に
開
通
。「
矢
部
―
蘇

陽
」
区
間
は
２
０
１
９
年
、
事
業
化
へ
向
け

（
大
阪
府
和
泉
市
）。
県
内
リ
サ
イ

ク
ル
大
手
の
石
坂
グ
ル
ー
プ
（
熊

本
市
）
と
共
同
事
業
体
を
組
み
、

ご
み
焼
却
で
発
生
す
る
燃
焼
熱
源

を
活
用
す
る
発
電
や
分
別
に
よ
る

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
、
メ
タ
ン
発
酵
、

堆
肥
化
な
ど
の
事
業
を
展
開
。

　

県
庁
で
１
日
、
蒲
島
郁
夫
知
事

が
立
ち
会
っ
て
行
わ
れ
た
覚
書
調

印
式
で
、
上
益
城
広
域
連
合
会
長

を
務
め
る
荒
木
町
長
ら
は
民
間
委

託
に
よ
っ
て
高
ま
る
経
済
効
果
へ

の
期
待
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
合
意
を
受
け
て
今

後
、
５
町
は
進
出
企
業
と
ご
み
処

理
事
業
の
詳
細
に
関
す
る
詰
め
の

協
議
を
進
め
ま
す
。
５
町
の
ご
み

は
１
日
当
た
り
約
80
㌧
で
す
が
、

大
栄
環
境
と
石
坂
グ
ル
ー
プ
の
共

同
事
業
体
で
は
自
治
体
か
ら
の
可

燃
・
食
品
ご
み
に
加
え
、
民
間
か

ら
の
廃
棄
物
も
受
け
入
れ
、
事
業

を
多
角
的
に
展
開
す
る
計
画
。

　

な
お
、
老
朽
化
し
た
現
施
設
は

稼
働
停
止
へ
。
２
０
２
５
年
度
以

降
は
当
面
、
処
理
能
力
に
余
裕
が

あ
る
熊
本
市
に
ご
み
処
理
を
５
町

で
は
委
託
す
る
方
針
。

　

嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
郡
５
町

は
懸
案
と
な
っ
て
い
る
新
た
な
ご

み
焼
却
施
設
整
備
を
巡
り
、
県
が

誘
致
・
仲
介
す
る
企
業
と
10
月
１

日
ま
で
に
ご
み
処
理
委
託
に
関
す

る
基
本
合
意
に
達
し
ま
し
た
。

　

５
町
と
企
業
側
と
の
基
本
合
意

（
覚
書
）
に
よ
り
ま
す
と
、
焼
却

施
設
は
既
に
選
定
済
み
の
御
船
町

上
野
の
古
閑
原
・
古
閑
迫
地
区
の

予
定
地
に
新
設
。
５
町
が
造
成
工

事
を
行
い
、
建
設
用
地
を
賃
貸
借
。

用
地
を
賃
借
し
て
進
出
す
る
企
業

が
、
ご
み
焼
却
施
設
や
ご
み
分
別

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設
な
ど
を
建

設
し
、
処
理
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
震
災
復
興
や
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
く
５
町
は
、
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
施
設
建
設
費
な
ど
が

不
要
と
な
り
、
用
地
の
賃
貸
に

伴
っ
て
将
来
的
な
地
代
収
入
が
見

込
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
の
仲
介
で
事
業
進
出
す
る
の

は
、
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
、
処

理
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
処
分
な
ど
手

掛
け
る
国
内
大
手
の
大
栄
環
境

た
計
画
段
階
評
価
の
手
続
き
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　

嘉
島
町
は
じ
め
県
央
18
自
治
体
で
組
織
す

る
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
（
事
務
局
・
熊
本

市
）
で
は
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
一
環
で
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

乗
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
各
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
提

供
し
て
も
ら
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る

方
々
へ
届
け
る
取
り
組
み
。
各
市
町
村
は
持

ち
回
り
で
今
後
、
11
月
に
か
け
て
職
員
や
地

元
企
業
に
食
品
な
ど
の
提
供
を
呼
び
掛
け
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
熊
本
」
を
通
し
て
生
活
困

窮
者
支
援
の
た
め
活
用
を
図
っ
て
い
く
計
画

で
す
。

九
州
中
央
自
動
車
道

矢
部
―
蘇
陽
ル
ー
ト
に
３
案

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

町
な
ど
連
携
中
枢
都
市
圏
で

　荒木町長
　　　町政報告

嘉島町など
上益城５町 ごみ焼却　民間委託へ

ネ
ッ
ク
の
建
設
費
不
要
に

　
用
地
賃
貸
で
地
代
収
入
も
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全
国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長
は

９
月
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
全
国

的
に
感
染
急
拡
大
し
た
事
態
を
受

け
、
国
に
対
し
て
緊
急
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

急
き
ょ
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
緊

急
要
望
は
、
地
域
の
医
療
体
制
整

備
は
じ
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
、

子
ど
も
の
感
染
防
止
対
策
な
ど
６

項
目
。
荒
木
町
長
は
内
閣
府
の
坂

本
哲
志
・
地
方
創
生
相
や
厚
労
省

の
大
島
一
博
・
官
房
長
（
現
・
政

策
統
括
官
）
を
相
次
ぎ
訪
ね
て
要

望
書
を
手
渡
し
、
早
急
な
対
応
を

重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

　嘉島町の認定こども園「かしま
幼稚園」は各種コミュニティー活
動を後押している宝くじの収益金
を使った助成を受け、幼年消防ク
ラブの法被などをこのほど一新し
ました。
　今回、新たになったのは園児用
の法被 30 着に加え、太鼓と台座
各１基＝写真。同クラブは園の前
身「町立嘉島幼稚園」当時から
町の出初め式などに参加、地域の
方々に「防火意識を高めてもらう
啓発活動の一助に」と期待されて
います。

　

嘉
島
町
が
実
施
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
は
９
月
19
日
ま
で
に
完
了
。
引

き
続
き
、
町
は
ま
だ
受
け
て
い
な

い
方
々
の
個
別
接
種
に
応
じ
て
い

く
方
針
で
す
。

　

医
療
従
事
者
へ
の
先
行
接
種
を

受
け
、
町
は
５
月
か
ら
町
民
体
育

館
で
の
集
団
接
種
に
着
手
。
65
歳

以
上
の
高
齢
者
優
先
接
種
を
皮
切

り
に
、
一
般
の
方
々
は
年
齢
の
高

い
順
に
進
め
、
国
が
接
種
対
象
年

齢
を
16
歳
か
ら
12
歳
へ
引
き
下
げ

る
方
針
変
更
に
伴
っ
て
８
月
か
ら

は
保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
た
中
学

生
（
小
学
６
年
生
を
一
部
含
む
）

の
接
種
も
。

　

こ
の
結
果
、
町
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
は
９
月
末
時
点
で
、
1
回
目

が
85
・
６
％
、
2
回
目
の
接
種
率

も
81
・
３
％
に
上
り
、
８
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
全
国
的
な
流
行
〝
第
５

波
〟
で
は
、
熊
本
県
で
再
び
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
と
ら

れ
、
町
内
で
も
感
染
報
告
が
相
次

ぎ
、
９
月
末
時
点
の
感
染
確
認
は

計
90
人
に
。

　

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
相
談
窓
口
は
☎
２
３
７－

１
３
０
０
で
す
。

◆
感
染
防
止
を
最
優
先
に
西
小
休

校　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
は
児
童
、

教
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
確
認

が
相
次
い
だ
嘉
島
西
小
を
９
月
15

～
17
日
の
３
日
間
、
休
校
と
す
る

措
置
を
と
り
ま
し
た
。

　

西
小
で
は
９
月
11
日
、
児
童
１

人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
12
日
に

は
教
職
員
１
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

結
果
、
陽
性
と
判
明
。
児
童
や
保

護
者
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た

め
、
全
校
休
校
と
し
、
全
校
児
童

な
ら
び
に
教
職
員
全
員
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
対

応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
体
育
館
を
会
場
に
し
た 

町
の
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
が 

９
月
19
日
で
完
了
し
た

町
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は

８
割
を
超
し
た

荒
木
町
長
は
全
国
町
村
会
長
と
し
て
取

り
ま
と
め
た
コ
ロ
ナ
対
策
緊
急
要
望
を

坂
本
哲
志
・
地
方
創
生
相
（
左
）
に

行
っ
た

☆ 防火啓発活動を後押し

嘉
島
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

集
団
か
ら
個
別
方
式
へ

コロナ対策で�
� 国に緊急要望

荒
木
町
長
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石嶋　清美さん（77）
孝子さん（73）
北甘木

冨士登琢磨さん（79）
常子さん（75）
北甘木

鍬田　洋一さん（81）
令子さん（74）
上六嘉

池川　晴男さん（85）
菊枝さん（75）
西村

　

熊
日
か
ら
の
第
63
回
金
婚
夫
婦
表
彰

伝
達
も
荒
木
町
長
が
立
ち
会
っ
て
、式
典

に
先
立
っ
て
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
見
守
る
中
、
熊
日
の
福

田
寿
生
・
事
業
局
次
長
が
昭
和
34
年
、

当
時
皇
太
子
で
あ
ら
れ
た
今
の
上
皇
ご

夫
婦
の
ご
成
婚
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た

表
彰
の
経
緯
な
ど
説
明
し
、
町
内
10
組

を
代
表
し
て
鍬
田
洋
一
さ
ん
、
令
子
さ

ん
と
、
本
多
朋
治
さ
ん
、
ア
イ
子
さ
ん

の
両
ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
伝

達
し
ま
し
た
。

荒
木
町
長
立
ち
会
い 

　
熊
日
か
ら
表
彰
伝
達

冨士登忠行さん（74）
ルミ子さん（74）

下六嘉

鳥井　一義さん（75）
エミコさん（76）

井寺

大貝　秋友さん（79）
律子さん（76）

鯰

木村　法生さん（74）
ケイ子さん（75）

鯰

本多　朋治さん（82）
アイ子さん（75）

上仲間

園田　孝美さん（75）
尚子さん（69）
上仲間

熊日からの「金婚夫婦表彰」伝達

町の金婚夫婦表彰式でお祝いを述べる 
荒木町長

苦楽を共に寄り添い歩む 町も表彰

金
　
婚

結
婚
50
年

お
め
で
と
う
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町内10組

支
え 

支
え
ら
れ

お
め
で
と
う

金
　
婚

結
婚
50
年

　

嘉
島
町
の
金
婚
夫
婦
表

彰
式
が
９
月
15
日
、
町
役

場
で
開
か
れ
、
手
と
手
を

取
り
合
い
、
苦
楽
を
共
に

し
て
こ
ら
れ
た
ご
夫
婦
の

結
婚
か
ら
半
世
紀
に
及
ぶ

歩
み
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

町
内
で
今
年
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
結
婚
50
周
年
の
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
対
象

の
ご
夫
婦
は
１
９
７
１

（
昭
和
46
）
年
に
成
婚
さ

れ
た
10
組
。

　

荒
木
町
長
が
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
た

昭
和
46
年
、
沖
縄
返
還
協
定
が
調
印
に
至
り
、
ニ
ク

ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た
経
済
動
向
、
そ
し
て

県
内
で
は
九
州
自
動
車
道
・
植
木
―
熊
本
が
開
通
し

た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
人
生
の
め
で

た
い
節
目
を
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
元
気
に
迎
え
ら
れ
、

お
喜
び
は
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

幾
久
し
く
仲
む
つ
ま
じ
く
健
や
か
な
笑
顔
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
。
町
と
熊
日
か
ら
の
表
彰

状
や
記
念
品
が
ご
夫
婦
１
組
１
組
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

あれから半世紀 　町ねぎらい表彰

　嘉島町は敬老の日（９月 20 日）にちなむ今年の町敬老会開催を
新型コロナのため昨秋に続いて見合わせ。会の席上行っていた吉例
の「米寿（88 歳）祝い」は町老人クラブ連合会を通して各単位老
人クラブから該当する方々に表彰状と共にお届け。また、コロナ禍
でしぼみがちな老人クラブ活動を後押しする一環で、町内各区の単
位クラブに運営助成金を交付しました。

町敬老会　開催２年続き見合わせ

　

金
婚
式
を
迎
え
な
が
ら
、
伴
侶
に
先
立

た
れ
た
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
嘉
島
町
の

結
婚
50
周
年
表
彰
式
が
９
月
15
日
、
町
役

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
式
典
で
、
ご
主
人
を
亡
く

さ
れ
た
志
水
エ
ミ
コ
さ
ん
（
75
）
＝
井
寺

＝
に
「
寂
し
さ
は
到
底
紛
ら
わ
し
得
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
ご
主

人
の
分
ま
で
健
や
か
に
、
ど
う
か
笑
顔
で

長
生
き
を
」
と
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、

表
彰
状
、
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

伴
侶
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
の
結
婚
50
周

年
式
典
は
、
町
が
独
自
に
32
年
前
か
ら
開

い
て
い
ま
す
。
他
の
被
表
彰
者
は
次
の
通

り
。

　

西
郡
英
浩
さ
ん
（
74
）
上
六
嘉
▽
奥
田

ア
ヤ
子
さ
ん
（
77
）
同
▽
本
田
和
治
さ
ん

（
79
）
上
島

町
金
婚
夫
婦
表
彰
式
か
ら

町の結婚 50 周年表彰式から

金
婚
夫
婦
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９
月
20
日
は
敬
老
の
日
―
こ
れ
に
先
立
ち
、
嘉

島
町
は
10
日
、
荒
木
町
長
が
恒
例
の
「
百
歳
ご
長

寿
表
彰
」
に
出
向
い
て
回
り
ま
し
た
。

　

大
正
10
年
４
月
～
翌
11
年
３
月
生
ま
れ
で
本
年

度
、
百
歳
を
お
迎
え
に
な
っ
た
の
は
７
人
。
荒
木

町
長
は
お
一
人
お
ひ
と
り
お
住
ま
い
を
訪
ね
て

「
め
で
た
く
百
歳
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
す
ま
す
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」

と
首
相
か
ら
の
表
彰
状
、
銀
杯
と
共
に
、
町
か
ら

も
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

 清村 ツユ子 さん＝井寺
　　（大正 10 年７月 13 日生まれ）

ご主人を早く亡くされ、農家の大
黒柱として女手ひとつで子ども４
人を育て上げられた。ここ１、２年
前まで畑に出て野菜作り、草取り。

 上見 重子 さん＝上仲間
　　（大正 10 年８月 26 日生まれ）

荒木町長を自宅玄関で「ようこそお越し
くださいました」と出迎え。運動を心掛け、
前は腹筋だったら楽々50回。部類のきれ
い好きとか。

 濱㟢 すみ子 さん＝高田
　　（大正 11 年３月４日生まれ）

ニックネーム〝パワフルおばあちゃん〟は元
助産師さん。取り上げた赤ちゃんは数知れず。

 冨永 マツメ さん＝北甘木
　　（大正 10 年５月 18 日生まれ）

器用な手先を生かした趣味の編み物は玄
人はだし。お芋やカボチャを食べて元気！

 

宮
㟢 

フ
サ
コ 

さ
ん
＝
西
村

　
　
（
大
正
11
年
２
月
10
日
生
ま
れ
）

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。	

お
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
家
族
か
ら
の
差
し
入

れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

 

勝
田 

ス
エ
コ 

さ
ん
＝
北
甘
木

　
　
（
大
正
11
年
２
月
５
日
生
ま
れ
）

学
校
事
務
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。		

定
年
退
職
後
は
三
味
線
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
水

泳
教
室
、
書
道
な
ど
好
き
な
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
と
。

 

岩
永 

愛
子 

さ
ん
＝
上
島

　
　
（
大
正
11
年
１
月
27
日
生
ま
れ
）

か
つ
て
帰
宅
は
民
謡
仕
込
み
（
？
）
の
「
た

だ
い
ま
帰
り
ま
し
た
」
―
そ
れ
は
家
中
に
響

き
渡
る
大
声
量
だ
っ
た
。
今
も
好
物
の
お
刺

し
身
に
は
目
が
な
い
。

お
め
で
と
う

ご
長
寿 
百
歳
荒木町長
巡回表彰
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ご
注
意
く
だ
さ
い

11
月
の
住
民
健
診
申
し
込
み

　

本
年
度
の
住
民
健
診
を
11
月
10
日

（
水
）
～
12
日
（
金
）、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
健

診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
健
診
の
ほ
か
、

各
種
が
ん
検
診
も
実
施
予
定
で
す
。
希

望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
し
込
み
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
10
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
、
役
場
町
民
保
険
課
保
健
係
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
町
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ 　

　
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）」
の

申
し
込
み
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

同
じ
く
10
月
29
日
ま
で
に
役
場
町
民
保

険
課
保
健
係
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
８

月
の
住
民
健
診
で
受
診
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

　

町
で
は
、
２
カ
月
に
１
回
、
偶
数
月

に
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
で
リ
サ
イ
ク

ル
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
や
限
り
あ
る
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
ア
ル
ミ
缶
や
再
利
用
で
き
る
瓶
、
紙

類
な
ど
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排

出
す
る
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
類
は
ひ
も
で
十
字
に
縛
り
、

ア
ル
ミ
製
品
は
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
（
※
ス
チ
ー
ル
缶
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
古
布
（
古
着
な
ど
）
に
つ
い

て
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
流
通
が
滞
っ
て
い
ま
す
。
流
通
が

安
定
す
る
ま
で
の
間
は
、
で
き
る
だ
け

ご
家
庭
で
保
管
い
た
だ
く
な
ど
、
排
出

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

農
薬
の
空
容
器 

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

農
薬
の
空
容
器
は
産
業
廃
棄
物
で
あ

り
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
に
よ
る
処
理

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用

済
み
容
器
の
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
専

門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｊ
Ａ
・
経
済
連
と
農
薬
卸
業
者
、
販
売

店
が
連
携
し
、
各
Ｊ
Ａ
が
回
収
日
時
、

場
所
を
設
定
し
て
専
門
業
者
に
一
括
し

て
処
理
委
託
し
て
い
ま
す
。
回
収
の
日

時
、
場
所
、
方
法
お
よ
び
費
用
な
ど
は

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
県
農
業
技
術
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

県
内
で
は
毎
年
十
数
人
の
尊
い
命
が

農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

10 月 の 納 税 等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税………………  ③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期
介護保険料
保育所利用料………… 10月分
町営住宅使用料……… 10月分
下水道使用料………… ９ 月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　　11月１日（月）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期
介護保険料
保育所利用料………… 11月分
町営住宅使用料……… 11月分
下水道使用料………… 10月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　　11月30日（火）

毎月第４水曜
午後６時～８時

10月27日
11月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

役場税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

【
10
面
に
続
く
】
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特
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る

事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
を
行
う
際
は
、
次
の
「
農
作

業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

◆
農
作
業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○ 

高
齢
者
の
方
が
農
作
業
を
行
う

際
は
、
特
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
余
裕
を
持
っ
た
作
業
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
用
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な

ど
の
作
業
環
境
を
十
分
確
認
し
、

事
故
を
起
こ
し
に
く
い
環
境
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で

い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

農
業
者
一
人
一
人
が
事
故
防
止
意
識
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
仲
間
か
ら
も
「
声
掛

け
」
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
事
故
防
止

意
識
を
持
っ
て
農
作
業
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
０

児
童
手
当
（
10
月
期
）
振
り
込
み

　

６
～
９
月
分
の
児
童
手
当
振
り
込
み

は
10
月
８
日
（
金
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

指
定
の
金
融
機
関
口
座
へ
。

　

保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
な
ど
は
右

記
の
口
座
振
り
込
み
以
外
で
の
対
応
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
福
祉
課
こ
ど
も
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

狂
犬
病
予
防
注
射
の
期
間
延
長

　

本
年
度
の
飼
い
犬
へ
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
、
４
～
６
月
に
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
12
月
末
ま
で
に
受
け
さ
せ
れ
ば
、

当
該
期
間
内
に
受
け
さ
せ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い

な
い
飼
い
主
の
方
は
、
期
間
内
に
動
物

病
院
な
ど
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く 

営
業
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
食
品
を

扱
う
営
業
者
は
原
則
「
許
可
」
ま
た

は
「
届
け
出
」
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
１
日
時
点
で
許
可
ま
た
は
届
け
出

不
要
業
種
以
外
の
営
業
を
既
に
行
っ
て

い
る
方
は
、
11
月
30
日
ま
で
に
営
業
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

御
船
保
健
所
☎
２
８
２－

０
０
１
６

○
営
業
届
が
必
要
な
業
種

食
品
製
造
業
、
食
品
加
工
業
、
食
品
販

売
業
、
給
食
施
設
な
ど

　

※
詳
し
く
は
「
食
品
営
業
届
」
で
検

索
。

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課
衛
生
環
境
室

☎
３
３
３－

２
２
４
７

ご
存
じ
で
す
か

？

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は

今
年
１
～
12
月
に
納
め
ら
れ
る
国
民
年

金
保
険
料
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追

納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は

な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
子
ど
も
な

ど
）
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、
領

収
証
書
や
証
明
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
少

し
遅
れ
て
11
月
中
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日
～
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ
る

国
民
年
金
保
険
料
は
そ
の
分
を
加
え
て

【
9
面
か
ら
続
く
】

↑
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く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月
２
日
～
12
月

31
日
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
来
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

10
月
１
日
「
浄
化
槽
の
日
」 

維
持
管
理
を
適
正
に

　

浄
化
槽
は
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定

検
査
と
い
う
三
つ
の
維
持
管
理
が
適
正

に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
浄
化
し
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
処
理
施
設

で
す
。

　

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、

次
第
に
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
放

流
水
の
水
質
が
悪
化
し
た
り
、
悪
臭
が

発
生
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
故
障
箇
所
を
早
め
に
修

理
し
な
い
と
、
機
能
を
正
常
に
戻
す
た

め
に
、
か
え
っ
て
余
分
な
費
用
が
か
か

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
法
定
検
査
は

放
流
水
が
き
ち
ん
と
浄
化
さ
れ
て
い
る

か
、
河
川
に
影
響
が
な
い
か
な
ど
調
べ
、

改
善
が
必
要
な
場
合
に
は
管
理
者
や
行

政
機
関
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

○
保
守
点
検

　

町
内
を
営
業
区
域
と
し
て
県
に
登
録

さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に

依
頼
し
、
微
生
物
の
管
理
や
機
器
の
点

↑

検
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
登
録
業
者
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
清
掃

　

町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業

者
に
依
頼
し
、
毎
年
１
回
は
槽
内
に
た

ま
っ
た
汚
泥
の
抜
き
取
り
や
機
器
類
の

洗
浄
・
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
※
町

の
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
＝
米
満
商
会

○
法
定
検
査

　

保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ

れ
、
放
流
水
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
水

質
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
判
定
す

る
検
査
で
す
。
毎
年
１
回
、
県
の
指
定

検
査
機
関
で
あ
る
県
浄
化
槽
協
会
の
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
年
１
回
の
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
は
浄
化
槽
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
受
け
て
い
な
い

場
合
や
検
査
後
の
改
善
指
導
・
命
令
な

ど
に
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
規
定
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－
２
５
９
７

農
業
者
の
収
入
保
険
加
入 

緊
急
支
援
事
業

　

県
で
は
、
農
業
者
が
加
入
す
る
収
入

保
険
の
保
険
料
に
対
し
て
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
対
象
者

　

本
年
度
新
た
に
収
入
保
険
に
加
入
さ

れ
る
農
業
者
（
法
人
を
含
む
）

○
支
援
額

　

保
険
料
（
掛
け
捨
て
部
分
）
の
３
分

の
１
（
上
限
６
万
円
）

○
申
請
先

　

県
農
業
共
済
組
合

※
継
続
加
入
者
へ
の
支
援
策
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
県
農
業
共

済
組
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

県
農
業
共
済
組
合
上
益
城
支
所

☎
２
８
２－

６
５
６
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

休
日
交
付
を
実
施
し
ま
す

　

嘉
島
町
は
、
仕
事
や
学
業
な
ど
で
平

日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
役
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
方

な
ど
を
対
象
に
し
た
休
日
交
付
を
10
月

24
日
（
日
）
に
完
全
予
約
制
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

休
日
交
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず

前
週
ま
で
に
電
話
で
予
約
、
指
定
時
刻

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
と
な
り

ま
す
の
で
、
予
約
は
お
早
め
に
。

　

な
お
、
11
月
以
降
も
月
１
回
程
度
の

休
日
交
付
を
行
う
予
定
で
、
日
程
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
火

曜
（
祝
日
除
く
）
18
～
20
時
に
実
施
し

て
い
る
夜
間
交
付
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
、
併
せ
て

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
平
日
の
昼
間
、
役

場
が
開
い
て
い
る
時
間
帯
の
受
け
取
り

【
12
面
に
続
く
】

スプレー缶ごみの出し方
～再確認をお願いします～

　近年、スプレー缶に穴を開けず、ごみ出しされているのが見受けられます。処
理場で残留ガス引火の恐れがあります。スプレー缶をごみとして出される場合は、
完全に使い切ってから、風通しの良い場所で穴を開けて、瓶・缶としてごみ出し
いただきますようお願いします。
　　　　　　　【お問い合わせ先】役場都市計画課環境係　☎２３７- ２５９７
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は
、
電
話
予
約
な
し
で
大
丈
夫
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
既
に
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
、
ま
た
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導
入
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
・
薬
局
に
限
る
）
も

始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
利
用
の
機
会
が

広
が
る
見
込
み
で
す
。
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
ご
一
考
く

だ
さ
い
。

●
通
常
交
付
（
予
約
不
要
）

　

�

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
除
く
）
の
８
時

半
～
17
時

●
休
日
交
付
（
要
予
約
）

　

10
月
は
24
日
９
時
～
正
午

●
夜
間
交
付
（
要
予
約
）

　

毎
週
火
曜
18
～
20
時
（
祝
日
除
く
）

　
　

役
場
町
民
保
険
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

食
品
ロ
ス
削
減
月
間

　

日
本
は
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
る

一
方
で
、
年
間
約
６
０
０
万
㌧
、
国
民

１
人
当
た
り
毎
日
ご
飯
茶
わ
ん
１
杯
分

（
約
１
３
０
㌘
）
の
食
品
が
国
内
で
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
食
品
ロ
ス
削
減
の
ポ
イ
ン
ト
】

〇
買
い
物
は
使
う
分
だ
け

〇
手
前
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
食
品
を
購

入〇
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
を
正
し
く
理

解
　
　

県
消
費
生
活
課　

☎
３
３
３－

２
３
０
９

10
月
は
里
親
月
間

　

里
親
制
度
と
は
、
親
の
病
気
や
虐
待

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
家
族

と
生
活
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
自
分

の
家
族
で
預
か
り
、
温
か
な
愛
情
を

も
っ
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。
大
変
な

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た

く
さ
ん
の
支
援
機
関
が
里
親
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課　

☎
３
３
３－

２
２
２
８

労
使
紛
争
解
決
「
あ
っ
せ
ん
」
を

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条

件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
自

主
解
決
が
難
し
い
場
合
、
３
人
の
委
員

が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
正
規
社
員
お
よ
び
非
正
規
社
員

は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
も
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
５
３

災
害
復
興
住
宅
融
資
１
年
延
長

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
で
被
災
し

た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の
災
害
復
興

住
宅
融
資
（
建
設
、
購
入
、
補
修
の
資

金
）
の
借
り
入
れ
申
し
込
み
の
受
付
期

間
を
１
年
延
長
し
ま
し
た
。
申
し
込
み

を
ご
検
討
の
方
は
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

～
来
年
３
月
31
日

　
　

 

住
宅
金
融
支
援
機
構　

お
客
さ
ま

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
２
０－

０
８
６－

３
５
３

生
活
衛
生
関
係
の
経
営
相
談
室

　

経
営
、
融
資
、
税
務
関
係
の
相
談
に

専
門
相
談
員
（
中
小
企
業
診
断
士
、
経

営
指
導
員
）
が
対
応
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
14
時

○
会
場　

御
船
町
商
工
会

　
　

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
２－

３
０
６
１

宿
泊
事
業
者
へ
の 

感
染
防
止
対
策
補
助
金

　

宿
泊
事
業
者
が
取
り
組
む
感
染
症
対

策
や
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
た
前

向
き
な
投
資
な
ど
に
活
用
で
き
る
補
助

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象　

県
内
で
旅
館
業
法
の
許

可
を
得
て
宿
泊
施
設
を
営
業
し
て
い
る

宿
泊
事
業
者

○
補
助
率　

４
分
の
３
以
内
（
収
容
定

員
に
応
じ
て
最
大
７
５
０
万
円
）

○
申
請
期
限　

11
月
30
日
（
火
）
必
着

　
　

県
観
光
連
盟　

☎
３
８
２－

０
０
７
０

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑

水質検査日程

11月４日（木）
11月17日（水）

詳細は嘉島町ホームページまたは
「広報かしま」６月号を
ご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）
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【
８
面
に
続
く
】

休日当番医

10月10日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）�
� ☎２８１－１１１２

10月17日（日）大串内科（嘉島町）�
� ☎２３４－７８７３

10月24日（日）みふね眼科（御船町）�
� ☎２８２－３７１１

10月31日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町）�
� ☎２３７－０００３

11月３日（水・祝）たかぞえ内科循環器内科クリニック（御船町）�
� ☎２８２－００７０

11月７日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）�
� ☎２３７－４１１２

11月14日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町）�
� ☎２８２－６３６３

募
っ
て
い
ま
す

特
別
支
援
教
育
支
援
員 

役
場
短
期
ア
ル
バ
イ
ト

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
パ
ー
ト
）】

○
募
集
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）　

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
１
人
程
度
）

　

※
小
学
校
勤
務

○
業
務
内
容

　

�

学
校
で
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
へ

の
日
常
生
活
動
作
の
介
助
や
学
習
活

動
上
の
サ
ポ
ー
ト

○
任
用
予
定
期
間

　

11
月
上
旬
～
来
年
３
月
31
日

　

※
学
校
の
長
期
休
業
中
は
勤
務
不
要

【
役
場
短
期
（
３
カ
月
）
ア
ル
バ
イ
ト
】

○
募
集
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）　

・
一
般
事
務
（
２
人
程
度
）

○
業
務
内
容

・
課
税
事
務
補
助

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
補
助

○
任
用
予
定
期
間

　

10
月
～
12
月
（
１
人
）

　

11
月
～
来
年
１
月
（
１
人
）

○
受
付
期
間　

随
時

　

�

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

○ 

申
し
込
み
手
続
き　

本
年
度
会
計
年

度
任
用
職
員
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
お
よ
び
写
真
を
貼
り
付
け
、
郵

送
ま
た
は
持
参
（
申
込
書
は
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

も
し
く
は
役
場
総
務
課
で
配
布
）。

○ 

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
必
要

に
応
じ
て
面
接
試
験

○
申
込
先

　

〒
８
６
１－

３
１
９
２

　

嘉
島
町
上
島
５
３
０

　

役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

○ 

そ
の
他　

受
験
資
格
、
業
務
内
容
、

勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

嘉
島
町
農
業
委
員
会
委
員

○
応
募
資
格

・
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地

な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
な
ど
に

関
し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
方

・
嘉
島
町
に
住
所
を
有
す
る
方

※
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん・
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
な
い
方

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

方○
業
務
内
容

・
遊
休
農
地
の
解
消
指
導

・
転
用
違
反
な
ど
の
是
正
指
導

・
農
地
の
売
買
、
貸
借
な
ど
の
許
認
可

に
伴
う
業
務

・
毎
月
の
農
業
委
員
会
総
会
お
よ
び
各

種
会
議
な
ど
へ
の
参
加

○
募
集
期
間

　

10
月
15
日
（
金
）
～
11
月
11
日
（
木
）

　

平
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

８
時
半
～
17
時
15
分

○
募
集
人
数

　

17
人

○
委
員
任
期

　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
年
３
月
31
日

○
応
募
状
況
の
公
表

　

受
付
期
間
中
と
終
了
後
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
（
公
表
内

容
：
応
募
者
名
、
推
薦
者
名
、
職
業
、

年
齢
、
経
歴
、
農
業
経
営
規
模
、
推

薦
・
応
募
理
由
な
ど
）。

○
選
考
方
法

　

農
業
委
員
候
補
者
評
価
委
員
会
を
開

催
し
、
提
出
書
類
を
基
に
審
査
し
ま
す

（
必
要
に
応
じ
て
面
接
な
ど
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

○
推
薦
お
よ
び
応
募
方
法

　

推
薦
書
類
・
応
募
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
町
農
業
委
員
会
（
役
場
農

政
課
）
に
提
出

※
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
町
農
業
委
員
会
に
て

配
布
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）。

↑
【
14
面
に
続
く
】
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○
提
出
・
詳
細

　

〒
８
６
１－

３
１
９
２　

　

上
益
城
郡
嘉
島
町
大
字
上
島
５
３
０

　
　

役
場
農
業
委
員
会

☎
２
３
７－

２
６
２
９

あ
な
た
の
「
ふ
る
さ
と
の 

　
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
！
」

　

県
が
管
理
す
る
河
川
で
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
に
応
じ
て
、

軍
手
や
ご
み
袋
な
ど
の
支
給
、
傷
害
保

険
の
加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど

の
支
援
も
。
川
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　

土
木
部
維
持
管
理
調
整
課

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

１
１
０
２

「
技
能
検
定
」
国
家
試
験

　

技
能
検
定
は
働
く
方
々
の
技
能
・
知

識
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国

が
証
明
す
る
制
度
で
す
。
技
能
に
対
す

る
社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働
く

方
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を
目
的
に
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

職
種
ご
と
に
特
級
、
１
級
、
２
級
、

３
級
に
区
分
す
る
も
の
と
、
等
級
を
区

分
し
な
い
単
一
等
級
が
あ
り
、
実
技
と

学
科
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
特
級
、
１
級
お
よ
び
単

一
等
級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
で
、
２
級

と
３
級
は
県
知
事
名
で
合
格
証
書
が
交

付
さ
れ
、「
技
能
士
」
を
称
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

２
級
実
技
試
験
は
「
技
能
五
輪
全
国

大
会
県
地
方
予
選
会
」
を
兼
ね
て
実
施

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
時
点
で
35
歳
未
満
の
方
が

２
級
ま
た
は
３
級
の
実
技
試
験
を
受
検

さ
れ
る
場
合
、
受
検
手
数
料
が
９
千
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
受
付
期
間　

～
10
月
15
日
（
金
）

○ 
実
施
期
間　

12
月
３
日
（
金
）
～
来

年
２
月
13
日
（
日
）

○
合
格
発
表　

来
年
３
月
11
日
（
金
）

　
　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
２
８
５－

５
８
１
８

　
　

�

※
詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳

○
定
員　

８
人

○ 

内
容　

就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）
の
技
術

全
般
、
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

～
10
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
28
日
（
月
）

○
経
費　

�

テ
キ
ス
ト
代
４
４
０
０
円
～

６
９
３
０
円
（
税
込
み
）
程

度

○
訓
練
会
場　

自
宅

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

11
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場

・
ラ
ジ
オ
体
操　
　

町
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

芝
生
広
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
公
園
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
委
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

陸
上
合
同
練
習
会

　

嘉
島
町
体
育
協
会
と
同
協
会
陸
上
種

目
部
で
は
町
民
の
陸
上
競
技
力
向
上
と

町
内
中
高
生
の
育
成
の
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
提
案
し
、
陸
上
競
技
の

普
及
・
振
興
を
図
る
合
同
練
習
会
を
月

１
回
（
原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
）
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料　

※
未
成
年
の
方
の

参
加
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

11
月
17
日
（
水
）
17
～
21
時

（
受
け
付
け
は
20
時
ま
で
）

○
会
場　

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
競

技
場

　
　

町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談

　

行
政
相
談
週
間
が
10
月
18
日
（
月
）

～
24
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
、
こ
れ
に
ち
な
み
次
の

通
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行

政
に
関
す
る
ご
意
見
、
要
望
、
苦
情
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

○
日
時

【
13
面
か
ら
続
く
】
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生
活
費
や
特
別
な
支
出
の
た
め
に
銀

行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
消
費
者
金
融
か
ら

の
借
り
入
れ
を
利
用
し
た
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
し
た
り
な

ど
で
、
返
せ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え

て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
返
済
に
困
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
【
借
金
を
整
理
す
る
に
は
】

　

●
任
意
整
理

　

債
権
者
と
個
別
に
交
渉
し
て
、
分
割

払
い
な
ど
の
返
済
の
仕
方
を
取
り
決
め

る
方
法
。
裁
判
所
を
利
用
し
な
い
た
め

比
較
的
手
続
き
が
簡
単
だ
が
、
交
渉
が

難
航
す
る
場
合
あ
り
。

　

●
特
定
調
停

　

簡
易
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
間
に
立

ち
、
返
済
方
法
の
交
渉
の
仲
介
を
し
て

く
れ
る
手
続
き
。
個
人
で
行
う
よ
り
も

交
渉
が
ま
と
ま
り
や
す
い
半
面
、
調
停

成
立
後
に
支
払
い
が
遅
れ
る
と
、
給
料

な
ど
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
あ
り
。

　

●
個
人
再
生

　

法
律
の
定
め
る
一
定
の
金
額
を
原
則

３
年
（
最
長
５
年
）
で
返
済
す
る
と
い

う
再
生
計
画
案
を
裁
判
所
に
提
出
し
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

額
を
計
画
通
り
に
支
払
え
ば
残
り
の
借

金
が
免
除
さ
れ
る
。
返
済
に
充
て
る
継

続
的
収
入
が
必
要
だ
が
、
税
金
な
ど
を

除
い
て
借
金
を
大
幅
に
減
額
で
き
る
可

能
性
あ
り
。

　

●
自
己
破
産

　

そ
の
人
の
資
産
と
収
入
で
全
て
の
借

金
を
約
束
通
り
に
支
払
え
な
い
場
合

に
、
生
活
に
必
要
な
一
定
の
財
産
以
外

の
も
の
を
お
金
に
換
え
て
債
権
者
に
配

当
す
る
、
裁
判
所
を
利
用
し
た
手
続
き
。

「
免
責
許
可
」
と
い
う
決
定
を
も
ら
う

と
、
税
金
な
ど
一
定
の
も
の
を
除
い
て
、

全
て
の
支
払
い
を
免
れ
る
が
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
や
浪
費
で
多
額
の
借
金
を
し
た
、

現
金
化
を
目
的
に
カ
ー
ド
で
買
い
物
を

し
安
く
売
っ
た
―
な
ど
一
定
の
事
由
が

あ
る
場
合
、
免
責
が
許
可
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
破
産
手
続
き
が
始
ま
る
と
、

生
命
保
険
の
募
集
員
や
警
備
員
な
ど
法

律
の
定
め
る
一
定
の
資
格
に
基
づ
く
職

業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
が
、

免
責
許
可
の
決
定
が
確
定
す
る
と
制
限

は
な
く
な
る
。

　

各
方
法
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て
法
律
専

門
家
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

《
返
せ
な
い
借
金
を
整
理
す
る
方
法
》

見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号

　

10
月
25
日
（
月
）
13
～
15
時

○
会
場　

役
場
２
階
大
会
議
室

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

中
田
み
ち
子
さ
ん

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
27
日
（
水
）
弁
護
士

　

11
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
町
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
可

能
な
限
り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－
１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－
１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

自
転
車
盗
が
増
加
傾
向
で
す
の
で
、

施
錠
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
自
宅
の
窓

を
網
戸
に
し
た
り
、
鍵
を
掛
け
忘
れ
た

り
す
る
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

空
き
巣
な
ど
の
被
害
に
も
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

徐
々
に
日
照
時
間
が
短
く
な
り
始
め

ま
し
た
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
自
ら
の

安
全
確
保
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
を
優

先
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）８月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R3.8 2 51 0 0 0 1 0 1

R3 累計 17 420 1 0 14 4 0 6

前年比 －20 +39 +1 －1 －4 +4 ± 0 +4

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R3.8 6 136 0 0 0 2 0 2

R3 累計 54 1105 3 0 21 12 0 9

前年比 -45 -18 +1 -3 -2 +7 ± 0 +2

全 国 地 域 安 全 運 動
実施期間10月11日（月）～20日（水）

★10月11日は「安全安心なまちづくりの日」★

子どもと女性を犯罪から守ろう！

「電話で『お金』詐欺」に要注意！

●�　見通しの悪い場所や夜暗い場所など、地域の危険な箇所を確認しましょう

●�　もしもの時に備えて、ランドセルやカバンなど、相手から見えやすく、手

が届くところに防犯ブザーをつけましょう

●�　不審な電話やメールは、いったん冷静になり、まず家族や警察に相談しま

しょう

●�　在宅時でも留守番電話機能などを有効に利用しましょう

　「みんなでつくろう安心の街」をスローガン

に全国一斉の地域安全運動が実施されます。

　この運動は、地域住民、行政、各種団体、警

察が連携して、犯罪のない安全で安心して暮ら

すことのできる街をつくろうという運動です。
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秋季全国火災予防運動
　「火災予防運動」は、火災が発生しやすい時季を迎え、火災予防意識を高めていただき、
火災発生の防止を図るもの。高齢者を中心とする犠牲者を出さないようにするとともに、
貴重な財産を守ることになり、毎年実施されています。

実施期間 11月９日（火）～15日（月）の７日間

防火標語 「おうち時間　家族で点検　火の始末」

住宅防火　いのちを守る　10 のポイント！
―４つの習慣＋６つの対策―

４つの習慣
１　寝たばこは絶対にしない。
２　ストーブの周りに、燃えやすいものを置かない。
３　こんろを使うときは火のそばを離れない。
４　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
１　火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用する
� （出火防止）

２　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換
する� （早期覚知）

３　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカーテンは防炎品を
使用する� （延焼拡大防止）

４　火災を小さいうちに消すために、消火器を設置し、使い方を確認しておく�（初期消火）
５　お年寄りや体が不自由な方は常に避難経路を確保し、避難方法など備えておく
� （早期避難）
６　防火・防災訓練への参加、戸別訪問活動などの地域ぐるみの防火対策を行う
� （地域の助け合い）

嘉島町消防団
上益城消防本部

町民体育館で２年前に開かれた
嘉島町消防出初め式から。コロ
ナのため、町の出初め式は昨年、
今年と２年連続で中止に

広報かしま 2021.10

17



○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
　また、新型コロナウイルスの感染防止のため、大会などが中止あるいは延期される場合もあります。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00 ～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 ９月14日現在

月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

10

16 土 KFA 第100回全国高等学校サッカー選手権大会熊本
大会 競技場 ９：00～ 県サッカー協会　31日も開催

17 日 第11回エンペラーカップ野球大会 野球場 ８：00～ 上野商事

17 日 第36回九州大学サッカーリーグ 競技場 ８：00～ 九州大学サッカー連盟

23 土 2021年度県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ９：00～ 県サッカー協会　30日も開催

24 日 県社会人サッカー２部リーグ・パートA 競技場 ９：00～ 県サッカー協会

11

３ 水 熊本地区　21秋CUP 競技場 ８：00～ JSN熊本　14・23日も開催

６ 土 第２回新規建設カップU-10ジュニアサッカーフェス
ティバル 競技場 ８：00～ 新規建設カップ実行委員会　７日

も開催

21 日 県社会人サッカー２部リーグ・パートA 競技場 ９：00～ 県サッカー協会　28日も開催

27 土 2021年度県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ９：00～ 県サッカー協会

嘉島町総合運動公園

◆アクア案内でお断り
　「嘉島町民会館　ホール『アクア』催し案内」は新型コロナに伴い、掲載を見
合わせました。

写
真
上
は
町
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
た
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
。

写
真
下
は
町
文
化
祭
（
町
民
会
館
ア
ク
ア
で
）。
い
ず
れ
も
２
年
前

　

嘉
島
町
で
深
ま
る
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
恒
例
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス

ポ
ー
ツ
（
Ｊ
Ｓ
）
か
し
ま
、
町
文
化
祭

の
開
催
が
昨
秋
に
続
き
、
見
合
わ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
連
続

の
中
止
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が

な
お
予
断
を
許
さ
な
い
た
め
で
す
。

　

町
主
催
Ｊ
Ｓ
は
「
参
加
者
の
『
３

密
』、
競
技
で
の
接
触
が
ど
う
し
て
も

避
け
ら
れ
ず
、
感
染
の
恐
れ
を
払
し
ょ

く
で
き
な
い
」
と
町
教
委
。
文
化
祭
の

企
画
・
運
営
に
当
た
る
町
文
化
協
会

も
「
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
練
習
で

き
な
い
状
況
続
き
」
と
事
情
を
説
明
し
、

開
催
見
合
わ
せ
を
残
念
が
る
方
々
に
理

解
を
求
め
て
い
ま
す
。

ジョイフルスポーツも
町文化祭も中止に
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嘉
島
東
小
で
９
月
９
日
、小
学
校
版
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

４
年
生
33
人
が
参
加
。
講
師
を
務
め

た
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、

早
川
眞
澄
さ
ん
は
認
知
症
は
「
物
忘
れ
と

は
違
う
脳
の
病
気
」
と
解
説
し
、
食
べ
た

こ
と
す
ら
忘
れ
た
り
、
時
間
や
場
所
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
症
状
の
特
徴
な

ど
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

説
明
。

　
「
お
年
寄
り
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
ま

た
は
そ
の
予
備
軍
」
と
言
わ
れ
る
高
齢
化

社
会
が
到
来
す
る
中
、
症
状
が
あ
る
方
々

へ
の
対
応
に
つ
い
て
児
童
た
ち
は
考
え
、

修
了
証
と
し
て
贈
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
に
ご
満
悦
な
様
子
で
し
た
。

　

町
社
協
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
開

い
て
い
る
町
内
小
中
学
生
の
介
護
体
験

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
昨
年
か
ら
中
止
続
き

の
た
め
、
今
回
の
認
知
症
講
座
を
通
し
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
町
内
の
事
業
所
や
グ

ル
ー
プ
の
要
請
に
応
じ
て
随
時
、
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

《10～ 11月の休館日》
10月 11、18、25日
11月１、８、15、22、29日

☎ 237-0058

おすすめ本

ドキュメント   湊かなえ

傷痕のメッセージ   知念実希人

木曜日にはココアを   青山美智子

森沢カフェ   森沢明夫

魔法使いたちの料理帳
   オーレリア・ボーポミエ　訳　田中裕子

１日１ページで世界の名画がわかる
366日の西洋美術   監修　瀧澤秀保

桃紅一〇五歳　好きなものと生きる   篠田桃紅

できる大人の食べ方絵じてん
さんまをキレイに食べられますか？
   監修・小倉朋子

こころの散歩   五木寛之

牧
まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

【日本植物学の父】
   文　清水洋美　絵　里見和彦

マインクラフト　はじまりの島
   マックス・ブルックス／作　北川由子／訳

ユージン・スミス　楽園へのあゆみ
   土方正志

岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

　芸
げいじゅつ

術という生き方
   平野暁臣・文

こども哲学　美と芸術って、なに？
   文：オスカー・ブルニフィエ　訳：西宮かおり

絵：レミ・クルジョン

魔
ま

女
じょ

図
ず

鑑
かん

　魔女になるための11のレッスン
   マルカム・バード　作・絵　岡部　史　訳

２分の１成人式   井上林子　絵　新井陽次郎

ひろった・あつめた　ぼくのドングリ図
ず

鑑
かん

   盛口　満＝絵・文

ねずみのいもほり
   作・山下明生　絵・いわむら　かずお

じごくの　さたも　うでしだい
   作・もとしたいづみ　絵・竹内通雅

落語絵本　六　めぐろのさんま   川端　誠

臨時休館（蔵書点検）11 月９～ 14 日

東小の体育館で開かれた小学校版「認知症サポーター養
成講座」。４年生が学んだ

◇
お
断
り　
本
誌
９
月
号
「
今
月

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
絵
手
紙

「
駄
菓
子
屋
さ
ん
で
」
の
作
者
は

「
冨
士
登　

常
子
さ
ん
（
北
甘
木
）」

で
し
た
。

ボランティアに関心を
認知症サポーター養成講座

東　小
４年生 修了証オレンジリング
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人権問題の正しい理解のために 〔その352〕 嘉島西小の取り組み
７月の人権学習から

　嘉島西小では、人権尊重の精神を基盤とし、自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めることの
できる豊かな感性を育て、部落差別をはじめあらゆる差別を見抜き、なくそうとする実践的な行動力を
身につけた児童を育成することを目標として、全ての教育活動を通じて人権教育に取り組んでいます。

○１年「てつぼう　きらい」 ○２年「ぼくのランドセル」

　この教材では、鉄棒が好きで頑張っ
ている私に、「そんくらいも　しきら
んと」と人を傷つける言葉を言ってし
まうたけし君がいます。
　何げないひと言が、どれだけ悲しい
思いをさせてしまうことなのかと考え
合いました。自分の思いを言ったり、
相手の思いを分かろうとしたりするこ
と、身の回りのおかしいことに気づき、
一緒に解決していこうとすることの大
事さを考えました。

　「人によって態度を変えることはよくない」
「この人は怖い、この人は弱いって誰が決めた
のだろう」「ランドセルはおうちの人がぼくの
ことを考えて買ってくれた大事な物なのに」「友
達に命令するなんておかしい」など、たくさん
の気付きを出していきました。最後には自分た
ちのクラスの中でおかしいことはないか、どう
すれば楽しい学級になるかを考え、意見を出し
合いました。相手の気持ちを考えること、人に
よって態度を変えないことなどを今後の目標に、
お互いを認め合っていきたいと話し合いました。

○３年「ほんとうのともだち」 ○４年「もやもや書き」

　学習したこの資料を通して、住んでいるとこ
ろで決めつけをするのはおかしいこと、それに
同調するのもおかしいこと、無関心や沈黙は差
別の解消につながらないこと、おかしいことに
は声を上げ、起ち上がり、連帯すること、同情
やきれい事では何も解決せず、当事者を苦しめ
るだけであること―などを学び、自分と重ねて
考えました。

　まず、教材を読んで、おかしいと思うところ
を発表する場を設けました。呼び捨て、命令、
荒い口調、暴力など、いろいろと出され、その
後、被害者側の立場に立って気持ちを考えまし
た。次の時間からは、自らの「もやもや書き」
を行い、自分を見つめたり、もやもやを友達に
伝えたりしました。子どもたちは、友達の発表
を真剣に聞き、さらに考えを深めていました。

○５年「なこごて腹んたつ」 ○６年「本名で生きる」

　今回の人権学習では、『自分』につ
いて考えていこうと話をして取り組み
ました。
　「なこごて腹んたつ」もお話の中で
考えるのではなく、自分も似たことが
あった。○○さんのことと同じだ。自
分だったら、５－１、５－２は…など
など、自分事として考えていこうと話
して学習に入り、子どもたちは、自分
自身の経験・体験を踏まえ、意見を出
し合い考えを深めていきました。

　自分自身の「変えられない自分・家族・友達
を否定された経験」「周囲の目を気にして本当
の自分を隠した経験」「友達のそのような場面
で自分が何をしていたのか」を考え、これまで
言えなかったこと、自分たちの中にあった「お
かしさ」に学級で迫っていきました。一人が発
言するには、その発言を受け入れる周りの雰囲
気・土台がなければなりません。感じたことを
出し合い、全員でお互いの心をほどきながら学
びました。自分たちを見つめ直すきっかけに
なった言葉の一つ一つを、今後の学び合いにつ
なげていきます。

　本年度の１学期人権旬間はコロナ禍の中、フィジカルディスタンスが心の距離にならないように「学級づく
り」を中心に据えて取り組みました。今後も全ての教育活動において人権教育を進めていきます。
 西小の重点目標 　
　　　◎�自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることのできる児童を育てる。
　　　◎��人権について正しく理解し、人権の尊さへの自覚を持ち、差別を見抜く豊かな感性と差別をなくして

いこうとする実践力を持った児童を育てる。
　　　◎�コミュニケーションの能力を高め、認め励まし合う集団を育てる。
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Hello�Kashima,�did�you�enjoy�summer�vaca-
tion?�Was�it�fun?�There�were�so�many�things�
happening�in�August,�right?�Did�you�watch�
the�Olympics�and�Paralympics�games?�Did�
you�go�home�for�Obon?�Because�of�Corona�
did�you�go�out?�
I� played� board� games� with� my� friends.� It�
was�fun.�And�I�saw�a�movie�called「Belle*」.�
Japanese� animation� is� interesting,� right?� I�
went�to�Amakusa.�But,�it�was�rainy�so�I�was�
disappointed.� I� enjoyed� my� summer� vaca-
tion�but�I�want�to�travel�more�next�time.�I�
want� to� go� to� Okinawa� and� I� want� to� go�
scuba�diving�next�year.�See�you!

　こんにちは、夏休みはどうでしたか？　楽し
かったですか？　８月にはいろいろなことがあ
りました。オリンピックにパラリンピックを見
ましたか？　お盆で里帰りは？　コロナの影響
で外出できましたか？
　私は友達とボードゲームをしました。楽しかっ
たです。「竜とそばかすの姫*」という映画を見
ました。日本のアニメは面白いです。また私は
天草へドライブ。しかし、雨でガッカリでした。
私なりに夏休みは楽しみましたが、もっと旅行
がしたいです。来年は沖縄に行き、きれいな海
でスキューバダイビングをしたいです。ではまた。
� （作成＝９月15日）

夏休み

Summer Vacation
Viernes Spencer = Jiro

Ki Ora
　Kashima!!

(こんにちは嘉島）

ヴィアネス・スペンサー=ジロー
ALT（外国語指導助手）

町文化センター
から

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容によって、
担当課や専門機関をご紹介します。
　平日８時半～ 17 時 15 分　同センター　☎ 237-0464（上六嘉 917）

これは何でしょう？　ゲーム通なら…

人権啓発パネル展開催
　上益城郡人権教育連絡協議会では、本年度の上益城地区社会人権教育研究集会の中止に伴
い、代替事業として県人権センターが作成している人権啓発パネルを、下記の通り展示しま
す。人権に関するさまざまな課題について漫画などを使って分かりやすく紹介しています。
ぜひ、ご覧になってください。
　　　日　時：10 月 23 日（土）～ 11 月３日（水）
　　　会　場：嘉島町民会館エントランス
　　　お問い合わせ先：上益城郡人権教育推進協議会
　　　　　　　　　　　（町教育委員会社会教育課内）☎ 237－0058
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ま
っ
白
の
小
さ
な
星
の
形
し
て
に
ら
の
花
咲
く
こ
も
れ
陽
の
な
か	

大
塚
シ
ズ
子

出
勤
す
る
夫
の
後う

し
ろ
で姿

見
送
り
て
去こ

ぞ年
よ
り
今
が
い
い
葉
月
な
り	

川
原
　
涼
子

利
き
足
に
え
い
っ
と
蹴
ら
れ
て
思
わ
ざ
る
方
に
転
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル	

北
澤
喜
美
子	

日
に
ち
に
母
の
流
せ
し
汗
し
み
て
草
取
る
畑
土
の
優
し
さ	

工
藤
　
明
子

長
雨
が
し
ば
し
止
む
間
を
熊
蝉
が
命
を
か
け
て
お
尻
揺
さ
ぶ
る	

栗
﨑
　
廉
子

枝
切
ろ
う
肥
料
を
や
ろ
う
水
や
ろ
う
秋
茄
子
の
成
る
準
備
を
し
よ
う	

境
　
　
益
代

老
い
た
れ
ど
畑
打
て
る
身
を
良
し
と
し
て
葱
を
植
ゑ
む
と
溝
深
く
掘
る	

津
出
ト
ヨ
子

午
前
二
時
木
々
は
ざ
わ
め
き
風
唸
る
「
魔
王
」
を
思
い
布
団
を
か
ぶ
る	

冨
永
　
照
代

髪
の
く
せ
手
で
直
し
つ
つ
挨
拶
す
思
春
期
の
君
は
青
き
柿
の
実	

橋
本
ユ
キ
子

白
よ
り
も
生
成
り
の
色
が
似
合
い
た
り
こ
の
夏
に
着
る
夫
の
Ｔ
シ
ャ
ツ	

林
　
ひ
ろ
み

腰
痛
に
夫
が
寝
込
む
昼
下
が
り
静
か
な
り
け
り
い
ろ
い
ろ
で
き
る	

本
住
　
晴
美

大
ぶ
り
の
絞
り
の
柄
の
朝
顔
に
と
ん
ぼ
飛
び
交
う
今
日
精
霊
会	

山
下
せ
い
子

【
作
品
紹
介
】

●
榮え
い

華が

は
久ひ
さ

し
く
居お

り
難が
た

く

　
　
　
　
　
　
　
（
陶
淵
明
）

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

谷
本
　
み
ゆ
き

（
下
仲
間
）

かしまの文化

子ども日本画 絵手紙

喰
田
　
輝
夫
さ
ん
（
鯰
）

「
サ
ラ
ダ
に
は
…
」

長瀬　朝香さん（嘉島東小５年）
「さわぎきょう、あわゆきそう」
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１日� ・庁内常会　・老人会定例会　
３日� ・町議会定例会
� ・地方公共団体情報システム機構代表者会議（WEB）
４日� ・公明党との意見交換会
６日� ・課長会議　・町議会定例会　・上益城郡町長会議
７日� ・町議会定例会　
８日� ・坂本哲志地方創生担当大臣面会
� ・西村康稔経済再生担当大臣面会　
� ・文部科学省文部科学審議官面会
� ・国土交通省道路局長等面会
９日� ・全国町村会正副会長会　・全国自治協会理事会
� ・全国町村会理事会
� ・大島一博厚生労働省大臣官房長面会

10日� ・百歳表彰
13日� ・課長会議　・かしま広域農場来庁応対
14日� ・区長会議
15日� ・熊日金婚表彰伝達　・金婚式　・結婚50周年表彰　
� ・ワクチン接種に係る医療機関向け説明会
� ・西村康稔経済再生担当大臣との意見交換（WEB）
17日� ・県市町村総合事務組合来庁応対
19日� ・町のワクチン集団接種最終日

21日� ・課長会議　・上益城郡町長会議　
24日� ・県サッカー協会長来庁応対
27日� ・課長会議　・県知事表敬訪問
28日� ・秋の交通安全運動巡視　・県共同募金会来庁応対
� ・糸田堰土地改良区来庁応対
29日� ・地域包括支援センター運営協議会
� ・県農業信用基金協会理事会
� ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
� ・熊本銀行頭取来庁応対　
� ・町議会全員協議会
30日� ・給食センター起工式

９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　　

岩
本　
　

弘　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

剛
一　

様

　

小
野　

由
希　

様
（
大
分
市
）

　
　
　

亡　

笠　

れ
い
子　

様

　

祝
迫　

和
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

伊
藤
セ
ツ
子　

様

　

甲
斐　

悦
子　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

昭
義　

様

　
　
　
　
　
　
　

９
月
13
日
現
在

　

岸
田
新
政
権
の
発
足
に
当
た
り
、
う
れ
し

い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
総
務
大
臣
と
し

て
金
子
恭
之
氏
（
衆
院
熊
本
４
区
選
出
）
が

初
入
閣
、
新
政
権
を
支
え
る
政
務
担
当
の
首

相
秘
書
官
に
は
元
経
産
事
務
次
官
の
嶋
田
隆

氏
が
筆
頭
格
で
加
わ
る
、
と
。

　

両
氏
は
私
の
盟
友
で
あ
り
、
前
地
方
創
生

相
の
坂
本
哲
志
氏
（
同
３
区
選
出
）
と
共
に

今
は
亡
き
「
政
治
家
、
園
田
博
之
」
に
つ
な

が
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た
く

ま
）
す
る
間
柄
。
こ
の
上
な
い
活
躍
の
場
を

得
ら
れ
た
金
子
、
嶋
田
の
両
氏
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。

　

今
秋
も
、
め
で
た
く
百
歳
を
お
迎
え
の
皆

さ
ん
の
巡
回
表
彰
を
執
り
行
い
、
お
一
人
お

一
人
そ
れ
ぞ
れ
の
お
住
ま
い
に
訪
ね
、
百
歳

を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
し
た
。
大
正
か
ら
昭

和
、
平
成
、
令
和
に
及
ぶ
７
人
７
様
の
人
生

模
様
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
そ
の
か
く
し
ゃ

く
た
る
ご
様
子
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
４
日
）

百歳を迎えられた方々を訪ね、お祝いを述べた
荒木町長

厚
労
省
の
大
島
一
博
官
房
長
（
現
・
政
策
統
括
官
）
に

コ
ロ
ナ
対
策
を
緊
急
要
望
し
た

意

輪

　

◇
役
場
へ
の
電
話　

嘉
島
町
は

役
場
各
課
へ
の
直
通
電
話
「
ダ
イ

ヤ
ル
・
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
導

入
し
ま
し
た
。
各
課
の
直
通
ダ
イ

ヤ
ル
は
本
誌
９
月
号
（
15
㌻
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

最終日となった町のワクチン集団接種も
会場の町民体育館で見守った
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暑
い
夏
が
終
わ
り
、
風
が
涼
し
い

秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
に
な
る

と
セ
ミ
と
は
違
う
秋
の
虫
た
ち
の
こ

え
が
聞
こ
え
ま
す
。
先
日
、
町
の
金

婚
夫
婦
表
彰
式
に
お
邪
魔
し
、
撮
影

を
担
当
し
ま
し
た
。
人
生
の
節
目
の

記
念
に
な
る
も
の
な
の
で
緊
張
し
ま

し
た
。
金
婚
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
都
）

　
嘉
島
町
民
会
館
の
一
角
に
９
月

４
日
、
ゴ
ー
ヤ
ー
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
色
と
り
ど
り

の
野
菜
を
盛
り
つ
け
た
コ
ー
ナ
ー

が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

が
「
健
や
か
な
暮
ら
し
は
し
っ
か

り
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
」
と

呼
び
掛
け
る
一
環
で
例
年
、
住
民

健
診
に
合
わ
せ
て
開
設
。
１
日
当

た
り
必
要
な
３
５
０
㌘
見
当
の
野

菜
を
種
類
多
く
盛
り
合
わ
せ
、
健

診
に
訪
れ
た
方
々
に
料
理
法
な
ど

も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

嘉島町の人口動態
令和３年10月１日現在

（前月比）

人   口 9,857 人　

　男　　 4,793 人　

　女　 5,064 人

世帯数　 3,874 世帯　（＋ 1）

　（－ 9）

　（－ 1）

　（－10）

発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/

発行日　令和３年10月８日

☎

お
い
し
く
カ
ラ
フ
ル

 

石
田
　煌
和
（
こ
う
わ
）
く
ん

２
０
２
１
年
３
月
３
日
生

「コスモスと千日紅」
米光　優子さん（高田）

♪イケメンになってネ。
ご両親：石田　幹斗さん、麻央さん（滝河原）

♡かわいい妹が生まれて、うれしいです！
ご両親：宮園　健太さん、結衣さん（滝河原）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン水

彩
画

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。役場総務課人事広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。
メールの場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

宮園　幸　（こう）くん　４歳
　　　春陽（はるひ）ちゃん
　　　　2021年５月18日生


